
平成29年4月19日、旧支倉小学校ロビーにて「直売所設立に関する説明会」を開催しま
した。当日は日中から暴風が吹き荒れ、時に雨も降るような春の嵐が訪れていました。そ
のような天候の中にも関わらずお越しいただき、説明会を開催することとなりました。
弊社代表の片岡より本事業の説明を行い、旧支倉小学校再生プロジェクトでの直売所の

役割と機能・重要性についてお伝えしました。その後、今回のメインテーマである直売所
設立に向けたポイントをお話しいただきました。
講師として、公益社団法人中越防災安全推進機構 ムラビト・デザインセンターの金子

知也氏にお越しいただきました。金子氏は新潟県中越地方で発災した中越大震災からの復
興を支援する中間支援組織であるムラビト・デザインセンターでの活動の他、日本全国の
直売所の立ち上げ支援を行っています。
今回の説明会では、①現在の直売所の動向 ②直売所に求められるもの ③直売所成功

のポイント ④直売所の立ち上げに向けての準備についてお話しいただきました。
直売所は全国的に増加傾向にあること・売り上げは右肩上がりになっていることや、少

し遠くてもお客さんは来ること等、現状について分かりやすい実例を教えていただいたほ
か、直売所が成功するための４つの力として「消費力」「施設力」「商品力」「組織力」
が必要ということをお話しいただきました。
もし要望がありましたら、今回来られなかった方向けにも再度説明会を行いたいと考え

ています。お気軽にお問い合わせください。

支倉小学校かわらばん

農産物直売所開設に向けた説明会を開催しました

旧支倉小学校再生プロジェクトについて

今後の旧支倉小学校再生プロジェクトについて

事業開始に向け、旧支倉小学校の再生プロジェクトでは、「地域再生」「農業振興」
「食ビジネス」等について、様々な勉強会や視察、意見交換の場づくり等を行なっていき
ます。
今後も様々な取り組み、イベントを行っていきますので、ぜひご参加ください！
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地域共創夢舞台「支倉６次産業化コミュニティ形成プロジェクト」
当プロジェクトは、平成28年春、川崎町が公募した「旧小学校活用事業」に対して、㈱東北
農都総研が提案した事業プランであります。プロジェクト理念は「持続可能な地域経営モデ
ルの構築」であり、「ココにしかない『食卓』の提案」をコンセプトに、地域の農山資源を
活用しながら、主に「食」を中心とした地域複合アグリ交流拠点の実現を目指します。
事業は５つの部門で構成され、レストランやカフェ等の「飲食事業」、特産品開発やベーカ
リー製造等の「加工品製造・開発」、農産物直売所や土産品販売等の「販売・営業」を中心
に、「農業振興」「体験・交流促進」を相互に連動させることによって、地域の魅力を発信
しながら、10年後も続く持続可能な地域経営基盤の構築を図っていきます。

寄せられたご感想・ご意見

編集後記
季節が変わり、春真っ盛りとなりました。川崎町と仙台では、桜の咲く時期がずれて

おり、長く楽しむことができました。また、これから滝前不動のフジが見ごろを迎える
のを楽しみにしております。今回は合同契約締結式の開催や、直売所設立に向けた説明
会など出来事が多くありました。これから各学校の活動もさらに活発化していくと思い
ます。
また、21日に、「支倉小学校活用・地域振興協議会」の設立総会を開催いたしまし

た。今後は、地域×民間×行政が一体となりながら、支倉小学校を核とした地域の活性
化について考え、様々な事業を進めていければと思っております。地域の方とも一緒に
考えていきたい場面も増えていきますので、どうぞご協力をお願いします。

・地元の生産者の協力が必要だと思った
・そのまま売るだけではなく、加工するな
ど工夫をした販売方法を考えていきたい。

・現在地域内では自家消費用として野菜を
生産している農家がほとんどで、今から
新たに野菜を生産し、直売所に出荷する
ことができるのか不安がある。

→直売所ができたことにより今まで自家
消費の生産だった農家が多量の生産を始
めているという実例がある。



旧小学校活用に関する合同契約締結式が行われました

平成29年4月21日に、旧小学校活用に関する合同契約締結式が開催されたので、その
様子をレポートします。
今回の調印式は旧支倉小学校の２階にある、図書スペースを活用して行われました。

日当たりがよく、明るいスペースで契約締結式を行うことができました。

小山修作町長より、小学校が廃校になった経緯とともに、「今後廃校が新たな施設
に生まれ変わることを町としても期待している」という挨拶の後、各廃校活用事業者
がそれぞれの思いを述べました。弊社代表の片岡からは「この小学校を、地域の食や
農を発信する複合アグリ交流拠点として再生し、支倉地区の魅力を発信すると共に、
将来的には、全国に向けた廃校活用モデルとしていきたい」と伝えました。

今後、平成30年の夏の開業を目指して様々な取り組みを行っていきます。また、他
事業者による3校の取り組みも以下にご紹介いたします。個性のある事業者が、それぞ
れ独自の取り組みを行っていきます。どれも、川崎町の活性化の起爆剤となる事業と
なるので、オープンをお楽しみにしてください！

平成29年4月２日（日）付の河北新報に、
廃校再生プロジェクトの取り組みについ
ての記事が掲載されました。タイトルは
「廃校4校 賃貸で再生 －川崎町、民
間業者と契約へ－」 です。
ご覧になった方もいると思います。こ

の記事では、4校同時廃校になった経緯
や、これからの4校の活用について掲載
されています。
また、4月21日（金）の合同契約式後、

仙台放送及びミヤギテレビの夕方の
ニュースで契約式の様子が放送されまし
た。仙台放送では、支倉小学校の様子を
多く取り上げていただきました。
これから事業が進むにつれ、新聞やテ

レビ等に取り上げられることも増えると
思います。ご覧いただいた際はご感想を
いただけると幸いです。

全国廃校活用紀行
※このコーナーでは、他地域の廃校事例をご紹介します。

《山のおいしさ学校 食堂IRORI
（新潟県村上市）》

地域の有志で結成した「高根フロンティアクラ
ブ」が運営を行う、郷土食のレストランと食品加工
所が併設された施設です。季節の山菜を使用したて
んぷらとそばのセットが人気で、休日のみの運営で
すが、お昼になるとたくさんの人でにぎわいます。
加工所では、イワナの燻製や漬物、どぶろくを加

工しており、これらの商品の販売も行っています。
どぶろくは、地域の酒造所の指導のもと製造を行っ
ており、２月には雪室にどぶろくを貯蔵するイベン
トを行っています。また、グランドにはピザ窯を設
置し、ピザづくりの体験イベントなども積極的に
行っています。
地域住民の雇用だけでなく、地域の活力づくりに

も貢献したため、「過疎地域自立活性化優良事例
総務大臣賞」を平成19年に受賞しました。

施設の利用目的 郷土料理提供の農家レストラン、
食品加工場

年間来場者数 2,430人（平成27年度）

売上額 3,400千円/年（平成27年
度）

改修費 4,500千円
（2,500千円は集落の出資）

河北新報に取り組みが掲載されました

旧小学校名 事業内容 オープン予定時期 経営主体

川内小学校

川崎スポーツパーク
未来のオリンピック選手を育
てるためのスポーツ施設とし
て活用。

平成29年7月 株式会社忍建設

本砂金小学校

交流施設「里の駅みっけ」
自給自足のできる「里つく
り」を目指し、交流サロンや
学び舎の運営を行う。

平成29年9月
一般社団法人
里つくり

前川小学校
青根分校

あおねのマトカ
合宿やイベントにも使用でき
るプライベートキャンプス
ペースとしての活用

平成29年5月
株式会社
キッツアンド
スマートエコライフ

【最近のメディア掲載】
・4月2日 河北新報 朝刊
・4月21日 読売新聞 朝刊
・4月21日 仙台放送
・4月21日 ミヤギテレビ
・4月22日 河北新報 朝刊


